
6月のはじめ、大物を狙いに長崎の平戸へ向かいました。今回は4人
グループで早福港から船で出発です。 朝5時半
に港を出て30分ほどでポイントへ到着。一斉に
竿を投げて当たりを待ちます。今回狙う魚はなん
と初挑戦のクエです！！

開始1時間、大きな引きこみが！！興奮しなが
らリールを巻きあげ「よしっ！！」と思ったので
すが、残念ながらバラシ(T_T)。そのあとはなん

とかブリを一匹釣るこ
とができましたが、クエは釣ることが出来ま
せんでした。一緒に行った仲間達はクエもブ
リも釣り上げて大満足の様子でした。

私は悔しい思いをしましたが、いつかリベ
ンジを誓い海を後にしました。

阿蘇市一の宮町、野菜・農産加工品の直売
所「四季彩いちのみや」内にある青空食堂。
その青空食堂さんで何ともオソロシイ・・・
あか牛ミスジステーキ（220g・定食）を食

べて来ました！！
大きさ、肉の厚み、

焼き加減・・・実に
素晴らしい。ただ何と
申しましょうか・・・
もっと噛んでいたいのに無くなるのが早い(笑)。

やわらかい・とろける・まろやか・甘くて旨い・程よい脂感、ステーキ
ソースでも和風おろしダレでも塩コショウでも美味しくいただける。こい
つはやべぇヤツです・・・。ご褒美グルメがまた増えてしまいました(笑)。

ズバリ、私は熱いお湯派。左下で熱中症に気を付けて、
という記事を紹介しておきながら、真夏でも熱い湯に入り
アチーアチー言いながら湯上りに冷えた麦茶を飲む男(笑)。

熱い湯と言えば、私はここが一番好きです。小国町にあ
るホタルの里温泉。

温泉らしく硫黄香が
強く漂い、湯の花は沈殿するほど多く、
素晴らしく透明な湯は勿体ない程に掛
け流され、湯温は肌がチリチリする程
に熱い。いや、もう完璧です！！

熱いが故に、長いこと湯に浸か
っていられないのが玉にキズです
が、暑い日に熱い湯に入るとかえ
ってスッキリする(^-^)と、私は
勝手に思っております。何でしょ
う、気化熱ってやつでしょうか...

この夏は是非、ホタルの里温泉
で熱々の硫黄泉を体感してみるのはいかがでしょう。

’24
ご利用頂きありがとうございます。今月もよろしくお願い致します。
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真夏の温泉、熱い湯に入るか？ぬるい湯に入るか？

部品代のお支払いに

便利な口座振替をご利用されませんか？

毎月26日にご指定の口座より自動振替。申込みのご連絡や、お問い
合せは、経理担当もしくは地区担当営業まで。by経理担当＆営業課

自動振り替えなので決まった
⽇にちに⽀払いが完了します

銀⾏に⾏ったり、 ネットバンキングで
の振込⼿続きも不要です

手数料もかかりません！!

忙しくても安心 手間が省ける

文・写真・肉食/黒鶴真哉

文・写真/黒鶴真哉

湯船右側、⽩く⾒えるのが沈殿した湯の花︕︕

2024年上半期のベスト断⾯賞︕︕

シャーロック・ホームズという
名探偵は実に人間くさい。並外れ

た観察力と推理力、行動力を持ちながら
完璧ではない。ちょっとしたトジっ子感
も醸し出す。でも結局、事件を解決する。

そんなホームズに憧れながら、一緒に謎を解いてみる。
ほとんどが的外れな私の推理、なんとそう来たか！！と
感嘆しつつも、少し悔しい。あれ？ライバルみたい？
しかし同じ推察だと嬉しい。やはり彼は憧れの存在だ。

『シャーロック・ホームズの冒険/コナン・ドイル』

文/黒鶴真哉

名前：嫩 靖也（ふたば せいや）
所属：業務本部（現在は営業課）

業務内容：新規取引先の開拓

車はまだまだ素人ですが、
金融の事なら何でも
ご相談ください！！

趣味：ゴルフ・バイク

営業が天職です！！イケイケで、
毎日前向きに頑張ります。

好きな○○：愛犬♪名前はハル♪
毎日の日課はハルとの散歩。休日も
一緒に出掛けています。

マイブーム：ガーデニング。
今はゴーヤを育てています。
収穫が楽しみです。

この号が出るころはまだ梅雨
の時期。多雨・多湿・高気温の
三拍子が揃うこの時期、実は、
一番熱中症になりやすいそうで
す。湿度が高く汗をかいても熱
の発散が上手く出来ず、体内に
何時までも熱が篭り、体調を崩
しやすくなるのがその理由。

右図のような対策を意識して
行い、食事をしっかりとり、暑
い夏を乗り切りましょう！！

気をつけよう︕熱中症

▲なかなかデカイ︕きっと満⾯の笑み。

『幻の高級魚を求めて
〜⼤物釣りロマン〜』
釣人・文・写真/迫川大輔


